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48 kHz/16 bit で wav ファイルの形式で各弦を 5 回弾いたときに録音を行ない，それに矩形窓をか
け，約 0.5 Hz の周波数分解能で高速フーリエ変換（FFT）を用いて周波数のスペクトルの結果及
び倍音構造を用いて示した．D3，E3 と A3 の弦では基本波でなく第二高調波が最大であることが
分かった．それから，周波数を軸にしたときのスペクトルでは，ウードは最高音の弦である C5
をひいたときでも約 5 kHz までしか高調波が存在しなかった．しかし，軸を倍音次数にしたとき
には各弦のピークの減衰の形が殆ど似ており，低い弦ほど高調波が多く含まれることが分かった． 
 
